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1. はじめに 

 

当社は食品、医薬品、化粧品、健康食品、トイレタリー用品、工業用品等、 

あらゆる分野のパッケージの企画・製造・販売を行っており、さまざまな包装材

料、及び包装機械等を取り扱っている。また、SDGsにも積極的に取り組みを行

うと共に、従来の包装材料に何等かの機能を付与した機能包材を広く提案して

いる。2021 年に、包材の表面に優れた抗菌効果を発揮する「抗菌コート包材」

の販売を開始した。 

本稿では、「抗菌コート包材」について、技術の詳細を述べたい。 

 

2.  「抗菌コート包材」 

 

2-1．背景 

 

 昨今の生活環境の変化に伴って、消費者の衛生意識はますます高まっている。

安全で安心な包材を求める声が強くなるなど、包装関連業界に対して衛生的な

包材の供給が強く要請されている。小売店では店頭の商品(包材)は不特定多数の

人が手にする機会が多く、商品(包装材料)表面の衛生状態が気になるというお客

様からの声があり、特にお子様をお持ちのお客様や高齢者のお客様からの高い

要望があった。この要望にお応えするため、商品(包装材料)の表面に抗菌剤をコ

ーティングした「抗菌コート包材」開発に着手した。 

 

 



2-2.  抗菌コート包材の機能 

  

「抗菌コート包材」とは、包装材料の表面に、適量の抗菌剤コーティングを

したものである。 

 そのコーティングにおいては、グラビアコーティングを用いている。そのた

め、抗菌剤の種類の選定、その他材料の配合率、コーティングするフイルムの

種類、グラビアコーティングに用いる版設計、加工条件等が課題となった。こ

の各種条件の検証を行うことにより、一定の条件を見出した。 

また、抗菌剤の選定においては安全性、抗菌機能等を考慮し、無機抗菌剤を

用いることとした。抗菌機能を発揮するために抗菌剤を多量に加工することが

望ましい。しかし、抗菌剤を包装材料の表面にコーティングするため、コーテ

ィング以降の加工、その後の取扱いによる抗菌剤の脱落を考慮すると、薄くコ

ーティングする必要があった。さらに、薄くコーティングするだけではなく、

耐熱性、耐摩擦性を確保する必要であった。この各種条件を満たすためその他

の材料設計を行った。また、この設計に適した版設計、加工条件とした。 

上記のコーティングを行うことにより、大腸菌、黄色ブドウ球菌などに優れ

た抗菌効果を発揮する。(表 1、図 1) 

「抗菌コート包材」の抗菌効果においては、試験機関において 24時間経過

後の大腸菌、黄色ブドウ球菌の生菌数測定を行い、これらの菌が減少する効果

が証明されている。 

 抗菌加工製品の安全性に関するルールに適合した製品として「抗菌 SIAAマ

ーク」を取得した。(図 2) 

 

「抗菌コート包材」の特徴は以下の通りである。 

  

① 大腸菌、黄色ブドウ球菌に対して優れた抗菌効果を発揮する。 

(表 1、図 1) 

 

②厚生労働省告示第 370号に適合。 
 

③SIAA(抗菌製品技術協議会)認証（図 2）。 

*抗菌製品技術協議会は、適正で安心して使用できる抗菌加工製品の普及を目

的に設立された団体であり、抗菌加工製品に求められる品質や安全性に関するル

ールを整備し、かつそのルールに適合した製品に SIAA マークの表示を認めてい

る。 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

表 1 抗菌評価 

 
図 1 

 
 

 

 

 

 

 



 

図 2 

 

 
 

3. おわりに 

 「抗菌コート包材」は消費者の要望を受けて、開発及び販売を開始したもので

ある。この衛生性の課題、SDGsへの積極的な取り組みに対する包装材料に関す

る課題が多く顕在化している。そのなかでも環境問題に関する取り組みは最重

要課題である。当社はこのような課題に積極的に取り組み、その課題を解決すべ

く活動を行っていく。具体的には従来の包装材料に機能性を付与したものを準

備し、消費者並びにお客様へ積極的に提案していきたい。 

  

 

以 上 

 

     

【筆者紹介】 

牛島清高（うしじまきよたか） 

  

丸東産業株式会社 開発室 室長 

 

＜問い合わせ先＞ 

 丸東産業株式会社 

 URL：https://www.marutosangyo.co.jp 

 

 

 

 


